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人口人口とと世帯数世帯数
１６年１１月末（前月比）

(-26)25,511人　口

(-10)13,392女

(-16)12,119男

(-15)21,586富良野

(-3)2,615山　部

(-8)1,310東　山

(-12)10,632世帯数

(-9)9,188富良野

(-1)1,044山　部

(-2)400東　山
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雪と氷の夢の国で
アイスドームビレッジ

　トマムの冬にだけ訪れるファンタジッ
クな雪と氷の国のアイスドームビレッジ。
すべてが氷でできたバー「クリスタルカ
フェ」や「氷の迷路」など、子どもから大
人まで楽しめるアトラクションが豊富で
す。
　夢のような美しさと輝きに満ちた世界
へ、ぜひお越しください。

�問 占冠村観光協会　　　　　  �５６－２１２１

�����

ウィンターフェスティバル２００５
みんな集まれ北星山スノータウンへ!

　２月１３日（日）北星山スキー場を会場に
開催されます。寒さを吹き飛ばし雪を楽し
みましょう。
　子どもから大人まで気軽に参加できる
ゲームが盛りだくさん！
　みなさんの参加をお待ちしています。

�問 ウィンターフェスティバ
　ル実行委員会

�４４－2323

�����

冬を楽しむ一日に！
かみふらの雪まつり

２月６日（日）１０時から「日の出公園」で
開催されます。
　雪まつり会場には大小雪像がならび、ス
ノーモービル体験搭乗、もちまき、抽選会
などさまざまな催しが用意されています。
　雪まつり会場で冬を楽しもう！

�問 かみふらの雪まつり
　　　　　　　運営委員会

　　　　　　 　�４５－６９８3

�����

寒さなんか吹き飛ばせ！
氷点下まつり参加者募集！

　優勝賞金２０万円をかけ、重さ４００キロの
丸太をのせたソリをひく名物「人間ばんば
大会」のほか、白熱のスノーフラッグスや
自作ソリ大会、スノーラフティング体験、
犬ゾリ体験など企画が盛りだくさん。ぜひ
ご来場ください。
　と　き　２月１３日（日）９時～
　ところ　南ふらのスキー場特設会場

�問 氷点下まつり実行委員会　  �５２－２１１５

年頭のごあいさつ3

2004年 富良野のできごと

一年を振り返って4
富良野市障がい者計画
を見直します6
パブリックコメント手続

（市民意見提出手続）の結果をお知らせします8
募集�  第２９回ちびっこ探険学校ヨロン島
平成１６年度上半期  観光入り込み9
まちのできごと

ズームアップふらの10
緑峰高校園芸科学科家庭科班

華麗（カレー）掲示板11
市への意見・質問、広く市民へのメッセージを紹介します

市民の声12
ふらのの元気を紹介します！

われら ふらの人　（文芸・わんぱくざかり・表彰・寄付）13

くらしの情報14

健康情報　消費者相談 Ｑ＆Ａ　ダイヤル交換市19

今月の一枚　 編集後記20

Contents目 次 １月号
こ う ほ う
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１２月の晴れた日に、市役所の
塔の上から撮影しました。
塔の窓から見えるまちなみ
は、屋根や木に積もった雪と
流れる雲、青い空のほぼ二色
の世界でした。（か）

表紙を飾る写真を募集中！
（詳しくは１８ページ）

じ ん
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年頭のごあいさつ
　　　　富良野市長  高田　忠尚

し
た
こ
と
に
よ
り
、
富
良
野
か
ら
全
国
へ
向

け
新
た
な
発
信
が
継
続
さ
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
有
志
に
よ
る
駅
前
倉
庫
活
用

に
よ
る
「
ふ
ら
の
広
場
」
の
通
年
営
業
、
そ

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
「
ラ
ジ
オ
ふ
ら

の
」
が
開
局
さ
れ
、
市
民
や
富
良
野
を
訪
れ

た
人
々
に
対
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
が
提

供
さ
れ
、
貴
重
な
情
報
源
と
し
て
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
迎
え
ま
し
た
平
成　

年
は
、
三
位

１７

一
体
改
革
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
が
予

想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
行
政
改

革
推
進
計
画
の
適
切
な
実
施
、
富
良
野
市
総

合
計
画
実
施
計
画
を
見
直
す
新
た
な
実
施

計
画
（
平
成　

〜　

年
度
）
の
初
年
度
と
し

１７

１９

て
、
基
本
構
想
の
め
ざ
す
都
市
像
で
あ
る

「
快
適
な
環
境
、
創
造
性
豊
か
な
人
を
育
む

『
協
働
・
感
動
・
生
き
活
き
ふ
ら
の
』」
の
実

現
に
向
け
た
着
実
な
推
進
に
全
力
を
あ
げ

る
と
と
も
に
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
健

全
な
財
政
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

厳
し
い
環
境
に
あ
っ
て
も
、
市
民
の
み
な

さ
ま
と
と
も
に
考
え
、
と
も
に
行
動
す
る
こ

と
で
、
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
が
実
現
で
き
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
と
い
う
年
が
、
市
民
の
み
な

さ
ま
と
富
良
野
市
に
と
っ
て
最
良
の
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
願
い
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

て
の
礎
を
高
め
、「
１
０
０
年
収
穫
祭
」
も

地
産
地
消
を
合
言
葉
と
し
て
進
め
ら
れ
て

き
た
事
業
に
引
き
継
が
れ
、
商
工
会
議
所
を

始
め
関
係
機
関
・
団
体
の
ご
理
解
を
賜
り
、

生
産
者
グ
ル
ー
プ
の
協
力
に
よ
り
「
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催
す
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
駅
前
に
新
た

な
に
ぎ
わ
い
を
醸
し
出
す
と
こ
ろ
と
な
り
、

市
民
と
一
体
と
な
っ
た
事
業
と
し
て
定
着

す
る
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

基
幹
産
業
の
農
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
輸

入
農
産
物
の
増
大
に
よ
る
価
格
の
低
迷
が

続
き
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
農
業
者
や
農
業
団
体
の
積

極
的
な
取
り
組
み
と
地
産
地
消
に
対
す
る

消
費
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

観
光
に
お
き
ま
し
て
は
、
関
係
各
位
の
積

極
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
上
半
期
の
観
光
入
込
数
は
、

１
２
４
万
人
と
対
前
年
比　

・
５
％
の
減
少

２３

と
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
韓
国
・

台
湾
な
ど
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
は
、
今
後
の
富
良
野
観
光

へ
の
新
た
な
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
も

の
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

新
た
な
話
題
と
し
て
は
、
一
躍
富
良
野
を

全
国
的
に
有
名
に
し
て
く
れ
た
「
北
の
国
か

ら
」
が
ピ
リ
オ
ド
を
打
た
れ
、
さ
び
し
い
思

い
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
「
純
と
結
の
家
」

が
完
成
し
、
い
ま
だ
物
語
は
み
な
さ
ん
の
心

の
中
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
富
良
野
を
舞
台
と
す
る
第
２

の
ド
ラ
マ
「
優
し
い
時
間
」
の
放
映
が
決
定

　

市
民
の
み
な
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
平
成　

年
の

１７

新
春
を
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
中
国
経

済
の
高
度
成
長
に
伴
い
、
鉄
鋼
・
自
動
車
・

Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
な
ど
で
は
急
激
な
回
復
傾

向
が
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
も
の
の
、
一
次
産

業
を
基
幹
産
業
と
す
る
北
海
道
、
そ
し
て
本

市
に
お
い
て
も
今
だ
景
気
回
復
を
感
じ
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
的
な
異
常
気
象
の
影
響
な
ど

か
ら
、
史
上
最
多
の
台
風
が
上
陸
し
、
本
市

に
お
け
る
農
業
被
害
や
友
好
都
市
の
西
脇

市
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、　

月　

日
に
発
生
し
た
新
潟
県

１０

２３

中
越
地
震
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
地
域
・

人
々
が
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
改
め
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、
熱
い
感
動
を
与

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
テ
ネ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
日
本
人
選
手
の
輝
か
し
い
活

躍
、
夏
の
甲
子
園
で
の
駒
大
苫
小
牧
高
校
の

優
勝
、
そ
し
て
、
富
良
野
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部

の
２
度
目
の
花
園
出
場
な
ど
、
心
に
残
っ
た

こ
と
が
多
い
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
開
庁
１
０
０
年
の
記
念
す

べ
き
年
か
ら
、
先
達
が
郷
土
富
良
野
の
発
展

に
か
け
た
熱
き
思
い
を
し
っ
か
り
受
け
継

ぎ
、
新
た
な
世
紀
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出

し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

関
連
す
る
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
「
１
０
０
年
演
劇
祭
」
は
、
新
た
な

小
・
中
学
校
の
参
加
を
得
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
さ
れ
、
芸
術
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
と
し
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▽
市
民
劇
団
「
へ
そ
家
族
」
が
初

め
て
の
札
幌
公
演
「
１
０
０
年
G

O
！
」（
７
日
）
▽
麓
郷
ラ
ン
グ
ラ

ウ
フ
（　

日
）
▽
ふ
ら
の
ワ
イ
ン

１４

市
民
還
元
始
ま
る
（　

日
）
▽
ふ

１８

ら
の
ワ
イ
ン
新
製
品
「
テ
ル
」「
ソ

レ
イ
ユ
」
発
売
（　

日
）
▽
ま
ち

２５

づ
く
り
条
例
市
民
研
究
会
が
市
長

に
研
究
報
告
書
を
提
出
（　

日
）

２６

�
�
４ 
月�
�

▽
「
幼
児
教
育
特
区
」
で
私
立
幼

稚
園
が
２
歳
児
か
ら
入
園
可
能
に

（
１
日
）▽
開
庁
１
０
０
年
記
念
誌

「
民
衆
が
語
る
富
良
野
１
０
０
年

の
歩
み
」
発
行
▽
「
東
大
演
習
林

植
物
標
本
庫
」
が
麓
郷
に
完
成
▽

小
中
学
校
で
一
斉
に
入
学
式
（
６

日
）
▽
富
良
野
協
会
病
院
の
改
築

予
定
地
が
J
R
富
良
野
駅
東
側
に
、

中
心
市
街
地
活
性
化
特
別
委
員
会

で
市
長
表
明
（
９
日
）
▽
市
役
所

ロ
ビ
ー
に
電
子
掲
示
板
設
置
（　
１２

日
）
▽
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
、
樽
熟
成

の
白
ワ
イ
ン
「
バ
レ
ル
ふ
ら
の
２

０
０
２
」
を
新
発
売
（　

日
）
▽

２８

�
�
１ 
月�
�

▽
公
設
卸
売
市
場
で
初
せ
り
（
５

日
）
▽
消
防
団
が
市
内
を
パ
レ
ー

ド
、
消
防
出
初
式
（
７
日
）
▽
国

体
予
選
会
（
ス
キ
ー
競
技
）
が
富

良
野
で
開
催
（　

・　

日
）

１８

１９

�
�
２ 
月�
�

▽
２
０
０
４
発
の
花
火
が
冬
の
夜

空
に
咲
き
乱
れ
る
「
ふ
ら
の
ス

キ
ー
祭
り
」（
７
・
８
日
）
▽
や
ま

べ
ゆ
き
ん
こ
ま
つ
り
（
８
日
）
▽

わ
い
わ
い
祭
り
（　

日
）
▽
全
国

１１

高
校
ス
キ
ー
ア
ル
ペ
ン
大
回
転
で

武
田
千
夏
さ
ん
（
緑
峰
高
）
が
優

勝
▽
小
中
学
生
が
冬
の
遊
び
を
満

喫
「
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」（　

・　

日
）
▽
大
雪

１４
１５

で
交
通
に
支
障
、
ご
み
収
集
、
児

童
生
徒
の
登
校
な
ど
市
民
生
活
に

大
き
く
影
響
（　

日
）

２３

�
�
３ 
月�
�

▽
学
田
一
区
の
住
宅
地
に
新
し
い

町
名
「
北
斗
町
」
が
誕
生
（　

日
）

１０

山
部
太
陽
の
里
オ
ー
プ
ン（　

日
）

２９

�
�
５ 
月�
�

▽
ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」
の

「
五
郎
の
石
の
家
」が
間
近
で
見
学

可
能
に
（
１
日
）
▽
ツ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
体
験
も
実
施
、
森
に
つ

い
て
考
え
る
「
森
を
語
ろ
う
！

フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
４
日
）
▽
山
部
厚

生
医
院
の
存
続
要
請
を
断
念
、
厚

生
連
は
撤
退
の
方
向
▽
２
０
０
０

個
の
も
ち
ま
き
に
歓
声
「
や
ま
べ

さ
く
ら
ま
つ
り
」（
９
日
）
▽
協
会

病
院
、
看
護
の
日
に
合
わ
せ
富
良

野
高
生
を
招
き
「
ふ
れ
あ
い
看
護

体
験
」（　

日
）
▽
地
元
の
農
産
物

１２

や
近
海
の
魚
介
類
を
販
売
「
へ
そ

市
場
」
が
今
年
も
オ
ー
プ
ン
（　
１５

日
）
▽
魚
に
親
し
め
る
川
を
取
り

戻
そ
う
、
市
民
幼
魚
放
流
会
で
５

万
匹
の
幼
魚
放
流
（　

日
）
▽
商

２２

店
街
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
「
花
壇

づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
始
ま
る
▽

富
良
野
高
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

が
旭
川
商
業
を
破
り
全
道
出
場
決

定
▽
地
産
地
消
の
促
進
に

▲ 第３９回ふらのスキー
祭り。１日目には２００４発
の花火が冬の夜空に咲
き乱れました。２日目は
恒例のばんば人大会が
行われました。

▲▲第３回ふら
のクリエーター
ズマーケット

▲２９０人が大人の仲間入り、成人式

２
０
０
４
年 
富
良
野
の
で
き
ご
と
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 平成16年

「
優
し
い
時
間
」の
ロ
ケ
始
ま
る
▽

市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
３
日
）
▽

市
民
と
市
長
の
意
見
交
換
を
「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」（　

日
〜　

１２

２６

日
）
▽
地
元
の
食
材
を
９
割
以
上

使
っ
て
「
ふ
る
さ
と
給
食
週
間
」

給
食
セ
ン
タ
ー
が
実
施
（　

日
〜

１８

　

日
）
▽
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

２２（
通
称
ふ
ら
の
っ
子
会
議
）
が
「
情

報
共
有
と
市
民
参
加
の
ル
ー
ル
条

例
案
」
を
市
に
提
言
▽
ふ
ら
の

「
食
」
の
コ
ン
テ
ス
ト
（　

日
）

３１

�
�
　
 
月�
�

１１

▽
市
民
総
合
文
化
祭
（
２
・
３
日
）

▽
み
ん
な
で
つ
く
る
み
ん
な
の
ラ

ジ
オ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
放
送

「
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
」が
開
局（
６
日
）

▽
観
光
協
会
が
ド
ラ
マ
「
優
し
い

時
間
」
P
R
は
が
き
を
全
戸
に
無

料
配
布
▽
富
良
野
市
の
発
展
に
寄

与
し
た
人
を
中
心
に
９
９
０
名
を

紹
介
「
富
良
野
人
物
辞
典
」
刊
行

▽
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
祭

り
（　

日
）

１７

�
�
　
 
月�
�

１２

▽
麓
郷
に
「
純
と
結
の
家
」
完
成

（　

日
）▽
有
効
都
市
西
脇
市
で
開

１１催
の
「
子
午
線
マ
ラ
ソ
ン
」
に
富

良
野
か
ら
３
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
（　

日
）
▽
市
民
紅
白
歌
合
戦

１２

（　

日
）▽
富
良
野
高
ラ
グ
ビ
ー
部

１２全
国
大
会
初
戦
、
対
戦
相
手
は
沖

縄
県
名
護
高
校
（　

日
）

２７

日
）
▽
富
良
野
の
最
も
熱
い
夏
！

北
海
へ
そ
祭
り
（　

〜　

日
）

２７

２９

�
�
８ 
月�
�

▽
小
学
生
が
地
元
の
芸
術
家
と
交

流
し
な
が
ら
木
工
品
や
ラ
ン
プ
づ

く
り
に
挑
戦
「
み
ん
な
で
あ
ー
と

２
０
０
４
」（
４
日
）
▽
科
学
っ
て

お
も
し
ろ
い
！
「
青
少
年
の
た
め

の
科
学
の
祭
典
富
良
野
大
会
」（
７

日
）
▽
「
死
亡
交
通
事
故
ゼ
ロ
５

０
０
日
達
成
」
山
部
交
通
安
全
協

会
が
表
彰
を
受
け
る

�
�
９ 
月�
�

▽
「
台
風　

号
・　

号
」
相
次
ぐ

１６

１８

台
風
で
被
害
は
甚
大
▽
ア
イ
デ
ア

あ
ふ
れ
る
創
作
家
の
作
品
を
展
示

販
売
す
る
「
ふ
ら
の
ク
リ
エ
イ
ト

ス
ク
エ
ア
」
オ
ー
プ
ン
（
１
日
）

▽
富
良
野
の
秋
を
満
喫
！
「
富
良

野
地
域
特
産
品
フ
ェ
ア
」（
５
日
）

▽
地
場
産
ワ
イ
ン
に
舌
鼓
「
ふ
ら

の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り
」（　

日
）

２３

▽
当
日
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ニ
ュ
ー
が
好
評
だ
っ
た
「
ふ
ら
の

チ
ー
ズ
祭
り
」（　

日
）
▽
市
内
の

２６

小
中
学
校
が
一
堂
に
会
し
音
楽
発

表
会
（　

日
）

２９

�
�
　
 
月�
�

１０

▽
富
良
野
高
ラ
グ
ビ
ー
部
４
年
ぶ

り
２
度
目
の
花
園
へ
（
２
日
）
▽

ふ
ら
の
演
劇
祭
（
３
・　

・　

日
）

１０

１１

▽
富
良
野
を
舞
台
に
し
た
ド
ラ
マ

「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

（　

日
）

３０
�
�
６ 
月�
�

▽
富
良
野
の
情
報
を
発
信
し
、
市

民
・
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
場
所
を

目
ざ
す
「
ふ
ら
の
広
場
」
オ
ー
プ

ン
（
１
日
）
▽
黒
皮
の
小
型
ス
イ

カ
の
新
品
種
「
麓
郷
黒
小
玉
す
い

か
」
が
初
出
荷
（
３
日
）
▽
北
の

国
か
ら
資
料
館
の
入
場
者
数
が　
１０

万
人
に
（
４
日
）
▽
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
で
大
宮
良
平
さ
ん
が
１
０
０

メ
ー
ト
ル（
１
０
０
歳
以
上
の
部
）

で
日
本
記
録
（
６
日
）
▽
中
央
公

民
館
ま
つ
り
（　

・　

日
）
▽　

１５

１６

１７

チ
ー
ム
が
元
気
な
音
色
を
響
か
せ

る
、
音
楽
大
行
進
▽
原
始
ヶ
原
・

富
良
野
岳
の
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
市
民
登
山
会
（　

日
）
▽
ふ
ら

２０

の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

（　

・　

日
）

２６

２７

�
�
７ 
月�
�

▽
展
示
会
・
農
産
物
直
売
な
ど
行

う
「
ふ
ら
の
ス
テ
ー
ジ
」
オ
ー
プ

ン
（
１
日
）
▽
や
ま
べ
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
（　

・　

日
）
▽
北
海
イ

１７

１８

カ
ダ
下
り
イ
ン
空
知
川
（　

日
）

１８

▽
西
中
学
校
バ
レ
ー
部
全
道
大
会

へ
▽
お
ぼ
れ
た
釣
り
人
を
救
助
し

た
武
島
邦
彦
さ
ん
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
る
（　

日
）
▽
富
良
野
出
身

２６

の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
K

E
N
さ
ん
が
C
D
デ
ビ
ュ
ー
（　
２８

▲ 演 劇 祭（10/3～
11）で小中学生が熱
演。ほかにもゴスペ
ルコンサートなどで
盛り上がりました。

▲富良野高ラグビー
部が、北北海道大会
で優勝、４年ぶり２
度目の花園へ出場が
決定！（10/2）

▲▲第３６回北海へそ祭り（７/２７
～２９）“へそ祭りでは雨は降らな
い”といわれますが、今回もそれ
は証明されました。
暑かった２００４年の夏をさらに「熱
く」してくれたお祭りでした。

▲ふらのワインぶどう祭り２００４
 （９/２３）
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富
良
野
市
障
が
い
者

  
計
画
を
見
直
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�

支
援
費
制
度
に
よ
る
福
祉      

   
サ
ー
ビ
ス
の
変
革
へ
の
対
応

①
措
置
制
度
か
ら「
個
人
の
尊
厳
」

を
基
調
と
し
た
自
己
決
定
と
選
択

に
よ
る
「
契
約
制
度
」
へ
の
移
行

に
伴
う
居
宅
支
援
事
業
な
ど
新
た

な
施
策
を
設
定
し
ま
す
。

②
重
度
障
が
い
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス

を
必
要
と
す
る
障
が
い
者
へ
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。

③
自
立
と
社
会
参
加
を
推
進
す
る

た
め
、
施
設
中
心
か
ら
地
域
中
心

へ
生
活
拠
点
の
移
行
を
推
進
し
ま

す
。

　

市
で
は
、「
障
害
者
」
と
い
う
こ

れ
ま
で
の
表
記
を
「
害
」
の
字
を

「
が
い
」と
平
仮
名
表
記
と
し
、「
障

が
い
者
」
と
改
め
ま
す
。

　
「
障
が
い
者
」へ
の
表
記
の
見
直

し
は
、
道
内
の
自
治
体
に
お
い
て

も
札
幌
市
な
ど　

市
町
村
が
既
に

２０

「
障
害
者
」
を
「
障
が
い
者
」
な
ど

に
改
め
て
い
ま
す
。『
害
』
の
字
は

『
悪
く
す
る
』『
わ
ざ
わ
い
』と
い
っ

た
意
味
が
あ
る
た
め
『
被
害
』『
損

害
』『
公
害
』
な
ど
に
使
わ
れ
、
不

快
な
印
象
が
あ
る
と
さ
れ
、『
害
』

の
文
字
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を

払
拭
し
た
い
と
の
思
い
で
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
と
あ
わ
せ
て
、

今
後
、
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
や

障
が
い
者
計
画
の
見
直
し
作
業
に

入
り
ま
す
が
、
策
定
作
業
に
先
立

ち
『
障
害
』
を
個
性
の
一
部
と
し

て
、
積
極
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る

考
え
方
に
た
ち
、『
障
害
者
』
を

『
障
が
い
者
』に
改
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

富
良
野
市
で
は
、
平
成　

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た
「
富
良
野
市
障
害
者
計
画
」
に
基
づ
き
、
障
が

２２

い
者
の
た
め
の
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
平
成　

年
度
に
実
態
調
査
を
行
い
、
２
カ

１１

年
の
策
定
作
業
を
経
て
、
平
成　

年
３
月
「
富
良
野
市
障
害
者
計
画
策
定
市
民
委
員
会
」
の
答
申
を
受
け

１３

て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。支

援
基
盤
体
制
及
び　
　
　

　
　
  
権
利
擁
護
な
ど
の
対
応

①
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加

を
推
進
す
る
支
援
費
制
度
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
の
支
援
基
盤

体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
を
確
保

す
る
た
め
の
人
材
育
成

・
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
及
び
事
故
決

定
を
支
援
す
る
相
談
支
援
体
制
の

充
実

・
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議
（
仮

称
）
な
ど
の
設
置
を
推
進
し
ま
す
。

②
判
断
能
力
の
不
十
分
な
人
の
自

己
決
定
を
支
援
し
、
保
護
す
る
た

め
の
成
年
後
見
制
度
な
ど
各
種
権

利
擁
護
制
度
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

国
の
新
障
害
者
計
画
と
の      

                              
整
合
性

　

国
の
新
障
害
者
計
画
（
障
害
者

対
策
に
関
す
る
新
長
期
計
画
、
平

成　

年
度
〜　

年
度
）
は
、
障
害

１５

２４

者
基
本
法
に
基
づ
く
法
的
計
画
と

し
て
平
成　

年　

月
に
策
定
さ
れ

１４

１２

て
お
り
、
施
策
推
進
の
基
本
、
期

間
な
ど
に
つ
い
て
の
整
合
性
を
図

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課

　

福
祉
総
務
係

�
３
９
‐
２
２
１
１

 
「
障
が
い
者
」
へ
の

　
　
　
　
　
　

表
記
改
正

平成１３年３月に策定した
富良野市障害者計画
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も
、
ど
こ
で
も
必
要
と
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
、
積
極
的
に
社
会
参

加
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し
、
ま

た
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
に
向

け
た
施
策
に
つ
い
て
、
意
見
、
提

言
を
い
た
だ
き
、
市
民
委
員
会
に

報
告
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

①
基
本
理
念

②
施
策
の
基
本
方
向

③
計
画
期
間

④
施
策
の
体
系
と
施
策
の
内
容

の
４
点
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
た
だ
き
、
答
申
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

平
成　

年
３
月
末
ま
で
と
し
ま
す
。

１７

答
申
を
以
っ
て
公
表
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

「
富
良
野
市
障
が
い
者
計
画     

      
策
定
市
民
委
員
」
の
設
置

　

計
画
期
間
の
見
直
し
（
改
訂
）

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
富
良
野

市
障
が
い
者
計
画
策
定
市
民
委
員

会
設
置
要
綱
」
を
制
定
し
、
設
置

し
ま
し
た
。
委
員
は
、
現
計
画
の

策
定
に
携
わ
っ
た
障
が
い
者
団
体

の
代
表
な
ど
指
名
委
員　

名
、
公

１０

募
委
員
５
名
の
合
計　

名
で
構
成

１５

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
富
良
野
市
障
が
い
者
計
画     

   
策
定
実
務
者
会
議
」
の
設
置

　

計
画
の
見
直
し
は
、
施
策
に
関

係
す
る
関
係
部
局
を
以
っ
て
庁
内

組
織
「
富
良
野
市
障
が
い
者
計
画

策
定
実
務
者
会
議
」
を
設
置
し
ま

す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
い
つ
で

策　定　手　順
ステップ１ 事前準備
①事務局での事前協議体制づくり
　計画策定の意義、共通認識づくり
　事務局体制、主担当者の決定
②各種計画との連携
　各種計画の事業展開の実績、地域
　実態を把握し、課題点の整理
③先行事例の情報収集
④提案資料の作成

ステップ２ 策定のための
　　　　　　　　　　組織づくり
①策定委員会の立ち上げ
富良野市障がい者計画策定市民委員会
富良野市障がい者計画策定実務者会議

②計画策定開始の周知

ステップ３ 現状把握・課題整理・
　　　　　　　　　問題の明確化
①地域特性の把握
②地域ニーズ、新たなニーズの把握
③民間福祉団体など社会資源の現
　状把握
④問題の明確化

ステップ４ 基本目標・基本計画・
　　　　　　　　実施計画の策定
①事務局素案の作成
②策定のための組織での検討
③計画素案に対する地域全体から
　の意見集約

ステップ５ 計画案の決定
①意見集約を踏まえて、策定委員会
　で計画案を決定する
②計画案の公表

ステップ６ 啓発、広報
①計画案の啓発、広報

ステップ７ 評価
①策定された計画内容は、その達成
　度などを毎年評価する

氏 名所 属 団 体 ・ 機 関 等 の 名 称区 分
井 上 和 正富 良 野 身 体 障 害 者 福 祉 協 会

障 が い 者
団 体

久 田　 茂社会福祉法人エクウェート富良野
佐 藤 昌 弘知的障害者更生施設北の峯学園
新 谷 純 一ふ ら の い ち ご 会
黒 田 耕 男富 良 野 市 社 会 福 祉 協 議 会

福 祉 団 体
滝 口 倉 乃富良野ボランティア連絡協議会
石 澤 秀 明富 良 野 医 師 会医 療 団 体
小 林 文 雄富 良 野 就 学 指 導 委 員 会学識経験者
森 田 栄 二北海道上川保健福祉事務所富良野地域保健部行 政 機 関

団 体 湊　 弘 勝旭川公共職業安定所富良野出張所
野 原 武

公 募 委 員
冨 澤 ひ ろ 子
田 中 靖 雄
高 田 保 子
馬 場 和 子

富良野市障がい者計画策定市民員会委員

　

用
語
『
障
害
者
』
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
意
見
、
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。
本
人
や
家
族
の
努

力
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ

の
人
を
取
り
巻
く
社
会
の
あ
り
方

に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
を
大
き
く
受
け
止
め
、
言
葉

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、人
権
、ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
基

づ
く
地
域
福
祉
づ
く
り
が
前
進
す

る
こ
と
を
期
待
し
、
改
正
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。

○
表
記
の
方
法

　
「
障
害
者
」と
言
う
こ
れ
ま
で
の

標
記
を
『
害
』
の
字
を
『
が
い
』

と
平
仮
名
表
記
と
し
、『
障
が
い

者
』
に
改
め
る
。

○
表
記
を
改
正
す
る
も
の

①
公
用
文
書

②
広
報
紙
、
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

③
案
内
板
、
案
内
表
示

※
法
令
・
条
例
・
規
則
な
ど（
規
定
・

要
綱
・
要
領
）
の
名
称
、
こ
れ
ら

に
基
づ
く
固
有
名
詞
、
施
設
、
事

業
名
な
ど
は
除
く
。

○
改
正
の
実
施
時
期

　
　
　
　
　

平
成　

年
１
月
１
日

１７

【
障
害
】
と
は

　

①
物
事
の
成
立
や
進
行
の
邪
魔

を
す
る
こ
と
。

　

②
身
体
の
器
官
が
何
ら
か
の
原

因
に
よ
っ
て
十
分
な
機
能
を
果
た

さ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
よ
う

な
状
態
。　

富良野市障がい者
  計画を見直します
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

（
市
民
意
見
提
出
手
続
）

（
市
民
意
見
提
出
手
続
）
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

企
画
振
興
課

�
３
９
‐
２
３
０
４

「
情
報
共
有
と
市
民
参
加
の
ル
ー
ル
条
例
（
案
）」
に
つ
い
て
、
市

民
の
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り
意
見
を
い
た
だ
き
、
意
見
に
対
す
る
結
果

（
意
見
の
概
要
と
市
の
考
え
方
）
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
（
意
見
募
集
案
件
以
外
の
意
見
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

今
後
は
、
条
例
制
定
に
向
け
て
議
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
と
協
力
に
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
市
の
仕
事
の
推
進
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
意
見
募
集
案
件　
「
情
報
共
有
と
市
民
参
加
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ル
ー
ル
条
例
（
案
）」

■
意
見
募
集
期
間　

平
成　

年　

月　

日
〜　

月　

日

１６

１０

２５

１１

１５

■
担
当
課　
　
　
　

総
務
部
企
画
振
興
課

■
意
見
提
出
件
数　

１
人
（
延
べ
４
件
）

◇
意
見
１
◇

　

審
議
会
等
の
委
員
選
考
で
は
、

行
政
の
裁
量
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
委
員
の
既
成
団
体
固
定
化

や
公
募
の
人
選
の
根
回
し
が
、
審

議
会
な
ど
を
形
式
的
な
も
の
と
さ

せ
、
そ
の
結
果
、
実
施
段
階
で
市

民
の
抵
抗
を
受
け
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

◇
意
見
２
◇

　

計
画
段
階
か
ら
市
民
参
加
を
取

り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
実
施
段

階
に
お
け
る
市
民
の
抵
抗
は
最
小

限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
る
。
新
し
い
地
域
課
題
の
検

討
ご
と
に
、
一
定
の
ル
ー
ル
に
よ

り
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
そ
の

つ
ど
、
新
鮮
な
人
材
を
募
集
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
材
発
掘
の

契
機
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

市
の
考
え
方
（
意
見
１
・
２
）

　

審
議
会
の
委
員
に
は
、
正
当
な

理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
公
募

委
員
を
加
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
（
条
例
案
第　

条
第
２
項
）。

２２

　

ま
た
、
毎
年
度
、
審
議
会
等
の

委
員
氏
名
や
選
考
区
分
（
団
体
推

せ
ん
や
公
募
な
ど
の
区
分
）
お
よ

び
、
公
募
し
な
い
場
合
は
そ
の
理

由
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
（
条
例
案
第　

項
第
４
項
）。

２２

　

な
お
、
審
議
会
等
の
委
員
の
選

考
に
あ
た
っ
て
は
、
男
女
比
や
年

齢
構
成
、
委
員
の
在
職
年
数
や
他

と
の
兼
務
状
況
を
配
慮
し
、
多
様

な
意
見
の
反
映
に
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
（
条
例
案
第　

条
第

２２

３
項
）。

　

以
上
の
内
容
を
、
こ
の
条
例
で

明
確
に
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
審

議
会
等
の
形
が
い
化
を
防
ぎ
、
新

た
な
人
材
の
発
掘
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
意
見
３
◇

　

行
政
に
不
慣
れ
な
市
民
が
参
加

す
る
場
合
、
行
政
の
言
い
な
り
に

な
っ
た
り
、
行
政
と
馴
れ
合
い
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
会
議
の

傍
聴
や
議
事
録
の
公
開
が
必
要
で

あ
る
。

◇
意
見
４
◇

　

審
議
会
等
の
委
員
の
出
欠
状
況

を
公
表
し
て
ほ
し
い
。

市
の
考
え
方
（
意
見
３
・
４
）

　

審
議
会
等
の
会
議
は
、
公
開
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
条
例
案

第　

条
）。

２３

　

会
議
録
に
つ
い
て
も
、
会
議
の

つ
ど
作
成
し
、
出
席
委
員
氏
名
も

含
め
て
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
（
条
例
案
第　

条
）。

２５

意
見
の
概
要
と
市
の
考
え
方
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平
成　

年
度
上
半
期
（
４
〜
９
月
）
の
観
光
入
り
込
み
が
ま
と
ま

１６

り
ま
し
た
。
総
数
は
前
年
度
対
比
で　

・
５
％
減
の
１
２
３
万
９
９

２３

６
２
人
と
な
り
ま
し
た
。
宿
泊
数
で
は
前
年
度
対
比　

・
３
％
減
の

１５

　

万
７
５
３
７
人
と
、
い
ず
れ
も
前
年
を
下
回
る
入
り
込
み
と
な
り

２６ま
し
た
。

　

特
徴
と
し
て
、
総
数
は
減
少
は
し
ま
し
た
が
、
宿
泊
滞
在
率
（
宿

泊
延
べ
日
数
÷
宿
泊
者
数
）
は
前
年
に
比
べ
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
宿
泊
者
数
が
上
半
期
全
体
で　

％
の
増
加
と
な
り
、

４０

す
で
に
昨
年
１
年
間
の
人
数
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

増
加
・
減
少
の
主
な
要
因
は
、
T
V
ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」
の

ロ
ケ
地
を
中
心
と
し
た
「
麓
郷
の
森
」
エ
リ
ア
が
最
も
減
少
し
て
い

ま
す
、
放
送
終
了
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
例
年
よ
り
３
倍
も
発
生
が
多
か
っ
た
台
風
に
よ

る
影
響
で
旅
行
者
数
が
減
少
し
た
こ
と
、
韓
国
ブ
ー
ム
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
な
ど
の
海
外
旅
行
の
人
気
復
活
な
ど
か
ら
、
富
良
野
へ

訪
れ
る
人
が
減
少
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
外
国
人
宿
泊
者
数

の
増
加
の
要
因
と
し
て
は
、
S
A
R
S
の
終
え
ん
、
ア
ジ
ア
経
済
の

好
調
を
背
景
に
、
富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
推
進
協
議
会
に
よ
る
外

国
人
招
へ
い
事
業
や
国
土
交
通
省
に
よ
る
「
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
効
果
か
ら
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
が
激
増
し
た

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

平
成

年
度
上
半
期

平
成　

年
度
上
半
期

１６１６観
光
入
り
込
み

観
光
入
り
込
み

平成１６年度上半期
観光入込総数

123123万万9,9629,962人人
(-23.5%)(-23.5%)

商
工
観
光
課

�
３
９
‐
２
３
１
２

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

企
画
振
興
課
広
聴
広
報
係

�
３
９
‐
２
３
０
４

　

沖
縄
本
島
の
す
ぐ
北
に
あ
る
南

の
島
、
鹿
児
島
県
与
論
町
で
開
催

さ
れ
る
国
際
青
少
年
協
会
主
催
の

「
ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」

に
参
加
し
、
在
日
外
国
人
小
学
生

（
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
）
と
活
動
を
と
も
に
し
、
国
際

感
覚
を
身
に
つ
け
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
役
立
て
た
い
と
い
う
児
童

を
募
集
し
ま
す
！

◆
と　

き
（
６
泊
７
日
）

３
月　

日
�日
 

〜
４
月
２
日
�土
 

２７

◆
と
こ
ろ

　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

◆
募
集
人
数　
　

名
１０

◆
対　

象

◇
小
学
２
〜
６
年
生

　
（
平
成　

年
２
月
末
現
在
）

１７

◇
ル
ー
ル
を
守
り
仲
間
を
大
切
に

で
き
る
方

◆
行　

程
（
沖
縄
ま
で
は
空
路
）

〔
１
日
目
〕

　

旭
川
空
港
（
集
合
）
〜
沖
縄

〔
２
日
目
〕

　

ヨ
ロ
ン
島
に
向
け
て
出
発（
船
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
ヨ
ロ
ン
島

〔
３
日
目
〜
５
日
目
〕

　

ヨ
ロ
ン
島
活
動

〔
６
日
目
〕

　

沖
縄
に
向
け
て
出
発

〔
７
日
目
〕

　

沖
縄
〜
旭
川
空
港
（
解
散
）

◆
主
な
活
動
内
容

○
ヨ
ロ
ン
献
奉
（
歓
迎
会
）

○
い
か
だ
作
り
と
い
か
だ
こ
ぎ

○
ハ
ー
レ
ー
船
大
会

○
島
内
ハ
イ
ク
（
鍾
乳
洞
探
険
・

さ
と
う
き
び
が
り
と
さ
と
う
き
び

し
ぼ
り
体
験
）

○
海
水
浴

○
サ
バ
イ
バ
ル
体
験
（
６
年
生
の

希
望
者
対
象
、
野
外
炊
飯
と
野
宿

体
験
）

○
ク
ラ
フ
ト
体
験

○
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

○
買
い
物

◆
参
加
費　

１
４
５
０
０
０
円

◆
補　

助　

参
加
費
と
旭
川
空
港

ま
で
の
交
通
費
を
合
わ
せ
た
額
の

　

％
程
度
を
補
助
し
ま
す
。

５０◆
申
込
方
法

　

企
画
振
興
課
に
あ
る
申
込
書
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　

１
月　

日
�月
 

ま
で

３１

◆
説
明
会
（
希
望
者
の
み
）

　

２
月　

日
�日
 
　

午
後
３
時　

分

１３

３０

　

札
幌
市
か
で
る
２
・
７

　

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

◆
そ
の
他

　

募
集
締
め
切
り
後
に
補
助
の
可

否
と
金
額
を
決
定
し
ま
す
。

 募集� 
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まちのできごと

　
　

月
７
日�
、
市
内
の
保
育
所
の
お
や

１２
つ
に
、「
ふ
ら
の
食
の
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
２

位
に
入
賞
し
た
作
品
「
ポ
テ
ト
ご
ま
だ
ん

ご
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
保
育
所
の
調

理
員
が
、
手
軽
に
作
れ
、
子
ど
も
た
ち
の

好
み
に
も
ぴ
っ
た
り
あ
う
と
い
う
こ
と
か

ら
実
現
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
だ
ん
ご
の
中
に
チ
ー
ズ
を
入

れ
る
な
ど
の
一
工
夫
が
あ
り
、
ま
た
、
考

案
者
の
星
野
紀
枝
さ
ん
も
一
緒
に
試
食
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
地
元
の
食
材

を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
や
つ
を
う
れ

し
そ
う
に
口
に
運
ん
で
い
ま
し
た
。

青
年
の
青
年
に
よ
る
青
年
の
た
め
の
講
座

　
　

月
９
日�
、
中
央
公
民
館
で
市
民
講

１２
座
自
遊
人
倶
楽
部
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
始
ま
り
全
７
回
で
行
わ
れ
た

こ
の
講
座
は
、
ピ
ザ
や
豆
腐
な
ど
を
作
っ

た
り
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
体
験
で
き
る
遊
び
心
た
っ
ぷ
り

の
講
座
で
、
今
年
が
６
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
参
加
者
は　

名
、
最
後
の
講

２５

座
と
な
っ
た
今
回
は
、
宮
田
均
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
本
格
的
な
カ
レ
ー
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た

カ
レ
ー
の
盛
り
付
け
に
は
、
５
回
目
の
陶

芸
講
座
で
作
っ
た
お
皿
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

自
遊
人
倶
楽
部

子
ど
も
の
お
や
つ
に
ぴ
っ
た
り
！

保
育
所
で
ポ
テ
ト
ご
ま
だ
ん
ご

ズズーームムアアッッププふふららのの
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富良野緑峰高等学校
園芸科学科家庭科班

　

新
し
い
年
を
迎
え
て
、
華
麗
（
カ

レ
ー
）
掲
示
板
を
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
も
お
元
気

に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
年
末
か

ら
年
始
に
か
け
て
は
、
た
く
さ
ん
の

ご
ち
そ
う
を
召
し
上
が
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
お
宅
に

残
っ
て
い
る
玉
ね
ぎ
や
じ
ゃ
が
い
も

な
ど
、
富
良
野
野
菜
を
使
っ
た
カ

レ
ー
で
も
い
か
が
で
す
か
？

　

さ
て
、
昨
年
の　

月　

日�
、
今

１１

１９

年
度
最
後
の
試
食
提
供
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
場
所
は
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
エ
ー
コ
ー
プ
の
フ
ォ
ー

レ
ス
ト
店
さ
ん
で
、
９
月
同
様
生
産

者
グ
ル
ー
プ
の「
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ク
」

さ
ん
と
一
緒
に
富
良
野
野
菜
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
時
販
売
さ
れ
た
富
良
野
野
菜
は
、

減
農
薬
の
お
米
や
じ
ゃ
が
い
も
、
さ

ら
に
お
も
し
ろ
い
食
材
と
し
て

「
ヤ
ー
コ
ン
」が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
ヤ
ー
コ
ン
と
い
う
食
材
を
知

ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
の
ヘ

ル
シ
ー
志
向
の
波
に
の
っ
て
人
気
が

高
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
栄
養
効

果
と
し
て
は
、
血
圧
を
下
げ
る
こ
と

を
は
じ
め
、
食
物
繊
維
が
た
っ
ぷ
り

と
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
「
オ
リ
ゴ

糖
」
と
い
う
糖
分
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
虫
歯
の
予
防
に
も
つ
な
が
る

そ
う
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
佐
々
木

 
瑞
穂 
さ
ん
（
園
芸
科
学
科
２
年
）
は

み
ず
ほ

「
家
庭
看
護
・
福
祉
」
と
い
う
授
業
を

選
択
し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
級
の

資
格
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
授

業
の
中
で
高
齢
者
に
適
す
る
食
事
と

い
う
テ
ー
マ
で
「
ヤ
ー
コ
ン
の
炒
め

煮
」
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
歯
ご
た
え

が
よ
く
、
自
然
な
甘
み
が
あ
っ
て
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
血
圧
が
高
め
に
な
る
高
齢
者

に
は
う
れ
し
い
食
材
だ
と
思
い
ま
す
。

富
良
野
で
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
生

産
さ
れ
て
い
る
そ
う
な
の
で
、
機
会

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
お
た
め
し
く
だ
さ
い
。

い
つ
か
カ
レ
ー
の
材
料
に
も
使
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
私
た
ち
は
、
冬
休
み
に

入
っ
て
い
ま
す
が
、
大
会
の
出
場
に

向
け
て
、
ほ
と
ん
ど
休
み
な
く
学
校

に
通
っ
て
い
ま
す
。　

月　

日�
に

１２

１０

校
内
実
績
発
表
大
会
が
行
わ
れ
、
１

年
間
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
鉢
花
を
育
て
て
い
る
班
や
メ
ロ

ン
の
栽
培
を
研
究
し
て
い
る
班
な
ど
、

内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
み
ん

な
頑
張
っ
て
研
究
を
重
ね
て
き
た
様

���
��������

���
��������

��
  
今
年
度
最
後
の
試
食
提
供
が
終
了
！

子
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

今
年
度
の
カ
レ
ー
の
取
り
組
み
内

容
を
発
表
し
、
北
北
海
道
学
校
農

業
ク
ラ
ブ
連
盟
実
績
発
表
大
会
へ

の
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
昨
年
は
全
道
大
会
で

１
位
の
賞
を
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
、
そ
こ
に
少
し
で
も
近
づ
け
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
３
月
ま
で
は
カ
レ
ー

の
試
食
提
供
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
野
菜
が
採
れ
は
じ
め
る
春
に

向
け
て
少
し
ず
つ
準
備
を
す
す
め

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
今
年
も
、
私
た
ち
の
活
動
内
容

を
み
な
さ
ん
に
楽
し
く
読
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
記
事
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■材料■
ヤーコン　２５０ｇ
にんじん　１/２本
乾燥キクラゲ（刻み）３０ｇ
小松菜　１/２束
干ししいたけ　３個
だし汁　５０㏄
しいたけの戻し汁　大さじ１
油　少々
白ごま

調味料
塩 少々
しょうゆ 大さじ２
酒 大さじ１→適量

ヤーコンの炒め煮
■つくり方■
�干ししいたけとキクラゲは水でもどして
おく
�ヤーコン、にんじん、干ししいたけはせん
切りにし、ヤーコンはさっとゆでる
�鍋を熱して油を入れ、にんじん、ヤーコン
を炒め、ざく切りにした小松菜、キクラゲ、
しいたけを加えて炒める
��にだし汁と調味料を入れ、汁気がなくな
るまで炒め煮にし、最後に白ごまを全体に
ふってできあがり！

毎
月　

日
は

２２

カ
レ
ー
の
日
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の    

                 
観
光
情
報

　

富
良
野
市
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
私
個
人

の
サ
イ
ト
で
も
富
良
野
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

友
人
・
知
人
な
ど
が
主
に
訪

れ
て
く
れ
ま
す
が
、
富
良
野
に

住
ん
で
い
た
人
、
こ
れ
か
ら
富

良
野
に
来
て
み
た
い
人
な
ど
が

楽
し
み
に
見
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
お
願
い
が
あ
る
の
で

す
が
、
富
良
野
市
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
は
年
間
予
定
だ
け
の
掲
載

で
す
し
、
へ
そ
祭
り
以
外
は
詳

細
も
わ
か
り
づ
ら
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
、
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭

り
と
チ
ー
ズ
祭
り
は
、
１
ヵ
月

く
ら
い
前
か
ら
日
程
な
ど
の
内

容
を
お
知
ら
せ
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
富
良
野

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
せ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
を
見
ら
れ
な
い
地
方
の

方
に
も
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
情
報
を
楽
し
み
に
利
用
し
て

い
る
人
の
た
め
に
も
、
今
後
の

充
実
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
山
部 
女
性
）

「
商
工
観
光
課
」
で
す

　

現
在
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
は
「
広
報
ふ
ら
の
」
お
よ
び

「
富
良
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の

「
観
光
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、

内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

特
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
よ
り
、
情
報
の
収

１７

集
お
よ
び
早
期
の
情
報
発
信
に

向
け
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

フ
ン
の
始
末
は
飼
い
主

　
　

が
責
任
を
持
っ
て

　

道
路
わ
き
や
公
園
な
ど
に
、

ペ
ッ
ト
の
も
の
と
思
わ
れ
る
フ

ン
が
落
ち
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
飼
い
主
が

責
任
を
持
っ
て
、
し
っ
か
り
始

末
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
今
の
時
期
は
、
雪
に
隠
れ

て
し
ま
え
ば
誰
も
気
づ
か
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ

が
誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い
ま
ま

春
ま
で
何
度
も
続
く
と
、
雪
が

解
け
た
際
に
大
量
に
出
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
の
条
例
に
は
、
フ
ン
の
不

始
末
に
対
す
る
罰
則
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
何
よ
り
飼
い

主
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
一
人

く
ら
い
な
ら
い
い
だ
ろ
う
」
と

い
う
気
持
ち
を
な
く
す
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
使
う
場
所
な
の
で

す
か
ら
、
誰
も
が
気
持
ち
よ
く

使
え
る
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
が

心
が
け
、
き
れ
い
な
ま
ち
に
な

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
市
内  
男
性
）

����

市
へ
の
質
問
・
意
見
や
、
広
く
市
民
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
掲
載

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
便
・
電
子
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
広
報
へ
は

掲
載
し
ま
せ
ん
が
、
内
容
確
認
な
ど
の
た
め
、
必
ず
氏
名
・
連
絡
先
を
添

え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
送
付
先

　

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５　

富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号

　

富
良
野
市
役
所 
企
画
振
興
課 
「
市
民
の
声
」
係

電　

話　

３
９
‐
２
３
０
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
３
‐
２
１
２
１

電
子
メ
ー
ル

　

富
良
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.city.fu

ran
o
.h
o
kkaid

o
.jp
/

　
 
   
    
 
 
        
   
 
  
 
     
 
   
 

　
（「
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
」
↓
「
市
民
の
声
」
を
選
択
）

市
へ
の
質
問
・
意
見

市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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全員７月生まれ、かに座の仲よし４人組で
す！

　　　水口 祥之介     さん 　５ヵ月　日の出町
しょうのすけ

　　　奥田 　 早 芽   さん 　５ヵ月　若葉町
さ ち

　　　青田 　僚和    さん 　５ヵ月　瑞穂町
りょうわ

　　　松下 　　鈴   さん 　５ヵ月　新光町
すず

○写真の応募先
　富良野市弥生町１番１号
　富良野市役所企画振興課
　「わんぱくざかり」係
○写真は返却します。
○お子さんの名前（ふりがな）・年齢・簡
単なコメント・返却の際の住所と保護者
名を添えてください。

お子さんの
写真を募集
しています！

����������������������
�����

（左から）

 
表
彰  
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

北
海
道
産
業
貢
献
賞

森
林
づ
く
り
功
労
者

菅
原　

等
（
北
大
沼
２
）

 
寄
付  
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

富
良
野
市
へ

富
良
野
地
方
卸
売
市
場
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

金　

１
０
０
万
円

高
岡
一
男
（
麓
郷
）

　
　
　
　
　
　
　
　

金　
　

万
円

１０

青
木
栄
子
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　
　

金　
　

万
円

１０

寿
光
園
へ

渡
辺
義
夫
（
東
山
）

ジ
ャ
ガ
イ
モ　
　

㌔
２０

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

海
老
名
利
雄
（
南
麻
町
）

金
納
袋
他　
　

点
２３

　
　
　
　
　
　

順
不
同
・
敬
称
略

嬰
児
の
眸
と
話
す
三
が
日　

山
田　

無
月

初
春
の
風
に
願
ひ
を
招
き
猫

及
川　

佳
寿

双
鶴
の
色
紙
の
白
や
初
御
空

岩
田　

美
雪

海
峡
の
初
日
に
高
し
波
頭

篠
田　
　

瞳

機
上
よ
り
富
士
の
尖
り
て
今
朝
の
冬

津
山　

洋
子

ひ
た
走
る
子
の
背
に
揚
が
る
奴
凧

東
所　

栄
子

台
風
の
被
害
を
受
け
た
栗
の
木
も

未
熟
実
落
と
し
秋
深
み
ゆ
く　
　
　
　

大
石　
　

貞

今
年
ま
た
真
赤
な
芙
蓉
咲
き
誇
り

狭
庭
明
る
く
心
癒
さ
る　
　
　
　
　
　

戸
川
と
し
子

曙
の
空
あ
か
る
み
て
鶏
の
こ
ゑ

二
〇
〇
五
年
の
陽
は
の
ぼ
り
き
ぬ　
   

町
屋　

和
子

美
し
く
初
日
に
映
え
て
十
勝
岳

二
〇
〇
五
年
の
す
が
し
山
並
み　
　
　

及
川　

洋
子

無
精
卵
無
数
に
産
ま
れ
し
た
た
か
に

二
〇
〇
五
年
の
酉
年
明
け
る　
　
　
　

雪
原　

一
世
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今
月
の
手
続
き       �
�

１月

January

国
民
年
金

老
齢
基
礎
年
金

裁
定
請
求

市
税
の
納
期

昭
和　

年
1
月
生
ま
れ
（
満　

歳
）
の
方

15

６５

誕
生
日
の
前
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

�
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
・
住
民

票
謄
本
な
ど

�
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

今
月
は
国
保
税
７
期
・
介
護
保
険
料
７
期

の
納
期
で
す
。

物
の
混
入
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
分
別
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�問
 

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課

 　
　
　
　
�
３
９
‐
２
３
０
８

障
が
い
者
控
除
対
象
者　

　

認
定
書
を
交
付
し
ま
す

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、　

歳
６５

以
上
で
要
介
護
認
定
（
要
支
援
は

除
く
）
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
は
、

確
定
申
告
で
障
が
い
者
控
除
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該

当
す
る
方
に
は
、
認
定
書
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
福
祉
課
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
は
身
体
障
が
い
者

手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
方
に
な
り
ま
す
。
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
手
帳
な
ど

に
よ
り
控
除
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

�問
 

福
祉
課
福
祉
総
務
係

 　
　
　
　
�
３
９
‐
２
２
１
１

お
む
つ
代
の　
　
　
　
　

　

医
療
費
控
除
の
手
続
き

　

大
人
用
お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
を
受
け
る
た
め
の
申
告
が
２
年

目
以
降
の
方
は
、
市
が
発
行
す
る

「
確
認
書
」で
代
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
１
年
目
（
初
め
て
）
の

く
ら
し

冬
期
間
の　
　
　
　
　
　

　

生
ゴ
ミ
排
出
の
お
願
い

○
生
ゴ
ミ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
排
出

は
、
収
集
当
日
朝
９
時
（
農
村
地

区
は
８
時
）
ま
で
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
特
に
冬
季
間
の
前
日
排

出
な
ど
は
、
生
ゴ
ミ
が
凍
結
し
収

集
や
堆
肥
化
処
理
の
支
障
と
な
り

ま
す
の
で
、
排
出
時
間
を
厳
守
し

て
く
だ
さ
い
。

○
冬
季
間
は
、
漬
物
石
な
ど
の
異

申
告
に
は
従
来
ど
お
り
「
医
師
の

証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
発
行
場
所　

介
護
保
険
課
（
保

健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

�問
 

介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

 　
　
　
　
�
３
９
‐
２
２
５
５

回
収
し
ま
す
！　
　
　
　

　
　
　
　

古
い
電
話
帳　

　

N
T
T
東
日
本
で
は
地
球
に
や

さ
し
い
電
話
帳
作
り
を
め
ざ
し
て
、

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
て
新
し
い

電
話
帳
用
紙
へ
と
リ
サ
イ
ク
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
電
話
帳
（
１
月
初
旬
か

ら
お
届
け
予
定
）
を
お
届
け
し
た

際
に
、
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に

お
渡
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
不
在
な

ど
で
お
渡
し
い
た
だ
け
な
か
っ
た

と
き
は
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
引

取
り
し
ま
す
。

�問
 

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

 �

-

０
１
２
０ 
５
０
６
‐
３
０
９

確定申告のお知らせ
平成１６年度の所得税の確定
申告の相談及び申告書の受
付が２月１６日�から始まり
ます。申告書は前年の「確定
申告書の控」や「確定申告の
手引き」などを参考に、早め
に提出してください。

�問 富良野税務署
�２２‐２１４４

�������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������
収集の日までには便槽付近の清掃を行い、収集作業の
支障にならないようにしてください。また収集は、一
週間程度遅れることもありますのでご了承ください。

環境リサイクル課　�３９-２３０８

収集日程区　　　域業者収集日程区　　　域業者
1/6～1/7山 部１町 内1/6～1/11緑町・南町・扇町富

良
野
浄
化
工
業
株
式
会
社

1/11～1/13山 部２町 内
　
　

ふ

ら

の

衛

生

社　

　

1/12～1/17若葉町・栄町・日の出町

1/14～1/17山 部３町 内1/18～1/21本町・若松町・朝日町

1/18～1/20山 部４町 内1/24～1/28幸町・末広町・弥生町

1/21～1/25山 部５町 内1/31～2/3花園町・錦町・住吉町

1/26山 部６町 内2/4～2/10瑞 穂 町 ・ 新 光 町

1/27～1/28山 部７町 内2/14～2/28麻　町

1/28～2/1山 部９町 内3/1～3/9春 日 町 ・ 東 町

2/1～2/2山部１０町内3月農 家 地 区

2/2～2/3山部１１町内2/25～3/11麓郷・布礼別・富丘ふ
ら
の
衛
生
社

2/4～2/8山部１２町内3/14～3/18北 の 峰 町

2/9～2/15山部１３町内3/22～3/23学 田 ・ 島 の 下

2月山部農家地区3/24新 富 町

2月
東 山 ・
西達布方面

3/24桂 木 町 ・ 西 町

3/25～3/31布　部
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午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

◆
と
こ
ろ　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料　

４
５
０
０
円

◆
定　

員　

８
名

◎
エ
ク
セ
ル
日
曜
日
コ
ー
ス

　

四
則
演
算
と
作
表
が
出
来
る
方

を
対
象
に
、
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
関
数
な

ど
を
例
題
に
関
数
の
使
用
方
法
、

書
式
設
定
に
よ
る
表
示
形
式
の
変

更
、
表
の
用
紙
中
央
へ
の
印
刷
、

ふ
り
が
な
の
表
示
と
修
正
な
ど
の

習
得
。

◆
と　

き　

１
月　

日�
　

１６

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

◆
と
こ
ろ　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料　

５
３
０
０
円

◆
定　

員　

８
名

�問
 

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
２
２
‐
２
６
１
９

子
育
て
が　
　
　
　
　
　

　
　

楽
し
く
な
る
講
座

◆
と　

き　

１
月　

日�
２９

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

◆
と
こ
ろ

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

◆
講　

師　

　

札
幌
ろ
う
学
校
教
諭

　
　
　
　

青
木　

久
美
子　

先
生

◆
参
加
料　

無
料

◆
託
児
所

　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

※
２
人
以
上
は
１
人
に
つ
き
１
５

０
円

講
座

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
会

　

富
良
野
市
農
業
経
営
改
善
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
南
幌
町
で
第
１

号
の
農
業
生
産
法
人
と
な
っ
た

「
㈲
フ
ロ
ー
ア
代
表
取
締
役
社
長

岡
眞
一
氏
」
と
全
国
1
位
の
キ
ャ

ベ
ツ
栽
培
面
積
・
出
荷
量
を
誇
る

「
㈲
j
o
b
代
表
取
締
役
社
長
川

平
浩
昭
氏
」
を
講
師
に
招
き
研
修

会
を
行
い
ま
す
。

◆
と　

き　

１
月　

日�
１０

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

◆
と
こ
ろ　

市
役
所
大
会
議
室

◆
申　

込　

１
月
９
日�
ま
で
に

電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
農

林
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

�問
 

農
林
課
農
畜
産
振
興
係

�
３
９
‐
２
３
０
９

　
　
�
２
３
‐
２
１
２
２

住
民
講
座

◎
ワ
ー
ド
日
曜
日
コ
ー
ス

　

文
字
入
力
が
出
来
る
方
を
対
象

に
、
文
書
の
修
正
、
拡
大
、
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
ン
、
均
等
割
付
、
文
書

の
保
存
な
ど
の
習
得
。

◆
と　

き　

１
月　

日�
　

１６

◆
定　

員　

先
着　

名
５０

◆
内　

容　

子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
子

育
て
の
講
演
会

◆
申　

込　

１
月　

日�
ま
で
に

21

中
央
公
民
館
（
文
化
会
館
内
）
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

�問
 

中
央
公
民
館

�
２
３
‐
３
５
４
５

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

◆
と　

き　

１
月　

日�
２１

　
　
　
　

午
後
６
時　

分
〜
８
時

３０

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館
中
会
議
室

◆
講　

師　

ワ
イ
ン
工
場
職
員

◆
参
加
料　

２
０
０
０
円

◆
定　

員　

先
着　

名
（
成
人
）

３０

◆
内　

容　

○
ワ
イ
ン
の
保
存
・
ソ
ム
リ
エ
ナ

イ
フ
の
使
い
方

○
お
い
し
く
飲
む
コ
ツ

○
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
の
特
徴

○
料
理
の
試
食

○
ワ
イ
ン
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

○
料
理
レ
シ
ピ
の
紹
介
と
ワ
イ
ン

と
の
相
性

※
料
理
は
「
ぶ
ら
っ
す
り
ー
海
風

堂
」

◆
申　

込　

１
月　

日�
ま
で
に

１２

中
央
公
民
館
（
文
化
会
館
内
）
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

�問
 

中
央
公
民
館

�
２
３
‐
３
５
４
５

遠藤泰子
　（えんどうやすこ）

１９４３年生まれ。「３時
にあいましょう」他
多数の番組に司会、
パーソナリティとし
て出演。このほか、
講演などでも活躍。

永　六輔
　(えい　ろくすけ）

1933年生まれ。ラジ
オを中心に作詞、テ
レビ、出版の仕事を
続けている。著書に
「無名人名語録」「大
往生」などがある。

永　六輔・遠藤泰子の

と　き　１月３０日�
　　　　開場　午後１時　開演　午後１時３０分
ところ　文化会館大ホール
送　迎　東山支所発１２：００　山部支所発１２：２５
　　　　（送り）文化会館発１５：０５
入場料　大人1,500円（当日1,800円）
　　　　小中高生800円（当日１,０００円）
発売所　文化会館、山部・東山支所、物産センター
　　　　大道楽器店、勝山商店、しのはら洋装店
　　　　浜元商店、演劇工場

�問 文化会館　�２３‐３５４５
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募
集

保
育
所
・
学
童
保
育
セ
ン

タ
ー
入
所
児
童
募
集

◎
保
育
所
入
所
児
童

　

お
住
ま
い
の
地
域
に
関
係
な
く

希
望
す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
ま

す
。

�
中
央
保
育
所
・
麻
町
保
育
所

◆
募
集
年
齢

・
０
歳
児
（
中
央
保
育
所
の
み
）

・
１
歳
〜
５
歳
児

◆
保
育
時
間
（
月
〜
土
曜
日
）

　

午
前
７
時　

分
〜
午
後
６
時

４５

◆
入
所
基
準

　

共
働
き
・
パ
ー
ト
・
内
職
・
自
営
・

病
人
な
ど
の
看
護
な
ど
で
保
育
が

困
難
な
家
庭
の
児
童

�
へ
き
地
保
育
所
（
山
部
・
東
山
・

麓
郷
・
布
礼
別
）

◆
保
育
時
間　

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
３
時　

分　

土
曜
日　

午

３０

前
８
時　

分
〜
正
午

３０

◆
入
所
基
準

・
共
働
き
な
ど
で
保
育
が
困
難
な

家
庭
の
児
童

・
入
所
が
適
当
と
思
わ
れ
る
家
庭

の
児
童

◎
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー

◆
施
設
名
・
定
員

�
桂
木
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー　

名
４５

�
麻
町
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー　

名
４０

�
緑
町
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー　

名
２０

�
北
の
峰
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
２０

�
東
部
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー　

名
２０

◆
入
所
基
準

　

下
校
時
、
保
護
者
が
不
在
の
小

学
校
３
年
生
以
下
の
児
童

◎
申
込
（
保
育
所
・
学
童
共
通
）

　

１
月　

日�
ま
で
に
児
童
家
庭

３１

課
・
各
支
所
・
各
保
育
所
・
各
学

童
保
育
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書

に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

�問
 

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�
３
９
‐
２
２
２
３

催
し

歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

◆
と　

き　

２
月
６
日�

◆
と
こ
ろ

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

歩
く
ス
キ
ー
コ
ー
ス

◆
集　

合

　

小
中
学
生
ス
キ
ー
教
室
休
憩
所

前
に
９
時　

分
ま
で
に
集
合
し
て

５０

く
だ
さ
い

◆
参
加
料　

無　

料

◆
申　

込　

１
月　

日�
ま
で
に

２８

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

◆
そ
の
他　

ス
キ
ー
用
具
の
な
い

方
は
貸
し
出
し
し
ま
す

�問
 

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

�
２
３
‐
３
２
９
２

洋
服
リ
フ
ォ
ー
ム

　

上
着
・
ス
カ
ー
ト
・
ス
ラ
ッ
ク

ス
な
ど
の
サ
イ
ズ
を
自
分
で
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
と　

き　

　
　
　

１
月　

日�
　

午
前　

時

２１

１０

◆
と
こ
ろ　

女
性
セ
ン
タ
ー

◆
必
要
な
物　

裁
縫
道
具
・
材
料

◆
申　

込　

１
月　

日�
〜　

日

１１

１８

�
ま
で
の
間
に
女
性
セ
ン
タ
ー
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

�問
 

女
性
セ
ン
タ
ー

�
３
９
‐
１
１
６
６

図
書
館

◆
休
館
日

　

定
期
休
館　

毎
週
月
曜
日

　

振
替
休
館　
　

日�
１１

　

整
理
休
館　
　

日�
２８

　

年
末
・
年
始
休
館

　
　
　

月　

日�
〜
１
月
５
日�

１２

３１

◆
２
階
展
示
ホ
ー
ル

　

秋
桜
（
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
）

　
「
絵
手
紙
展
」

　
　
　
　

１
月　

日�
〜　

日�

１２

２５

第３７回北海へそ祭りポスターデザイン募 集１.

１月１日�～２月１８日�募集期間2.

〒０７６－８５５５　富良野市弥生町１番１号
北海へそ祭り実行委員会
市役所経済部商工観光課

応 募 先３.

市民（１人２作品まで）応募資格４.

ポスター・うちわ・Tシャツなどに使用します。使用目的５．

北海へそ祭り実行委員会で厳正に審査し決定します。選 考６．

入選者には、表彰と副賞を贈呈します。そ の 他７．
・応募規格は、A4判（縦）又はwindows対応のデータです。
・文字は入れずに、絵・デザインのみで応募してください。
・採用されたデザインの権利は実行委員会に帰属します。
・住所・氏名・電話番号などがわかるよう表示の上応募してください。

注意事項※

�問 商工観光課　�３９‐２３１２

デザイン

募集！「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー「第３７回北海へそ祭り」ポスター

第３６回ポスター
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布
礼
別
中
学
校

　
「
写
真
展
」

　
　

１
月　

日�
〜
２
月
８
日�

２７

◆
新
着
図
書
館

《
児
童
書
》

　

歳
た
ち
の
伝
説

１２

後
藤　

竜
二
�作
 

つ
く
も
神　
　
　

伊
藤　
　

遊
�作
 

い
い
お
か
お　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

さ
え
ぐ
さ　

ひ
ろ
こ
�作
 

み
み
を
す
ま
し
て
ご
ら
ん

シ
ン
シ
ア
・
ジ
ャ
バ
ー
ル
�作
 

《
一
般
書
》

正
義
の
証
明
（
上
・
下
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

森
村　

誠
一
�作
 

知
り
た
が
り
や
の
猫

　
　
　
　
　
　
　

林　

真
理
子
�作
 

十
津
川
警
部
捜
査
行
北
陸
事
件
簿

　
　
　
　
　
　
　

西
村
京
太
郎
�作
 

藤
壺　
　
　
　
　

瀬
戸
内
寂
聴
�作
 

霧
笛
荘
夜
話　
　

浅
田　

次
郎
�作
 

義
経　
　
　
　
　

宮
尾
登
美
子
�作
 

し
ゃ
ぼ
ん
玉　
　

乃
南　

ア
サ
�作
 

白
の
月　
　
　
　

谷
村　

志
穂
�作
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
図
書
を
検
索

（
パ
ソ
コ
ン
）

h
ttp
://p
c3
.fu
ran

 
   
    
  
   
   

o
-lib
.u
n
et.o
cn
.n
e.jp
/

 
    
  
 
    
  
  
    
 

（
携
帯
電
話
）

h
ttp
://p
c3
.fu
ran
o
-lib
-u
n

 
   
    
  
   
   
 
    
  
 

et.o
cn
.n
e.jp
/i/

    
  
  
    
   search

.h
t-

      
  
  

m
l

 
 �問

 

図
書
館　
�
２
２
‐
３
０
０
５

子
ど
も

み
ん
な
の
児
童
館

◆
児
童
館
の
会
館

　

市
内
の
５
つ
の
児
童
館
は
だ
れ

で
も
自
由
に
利
用
が
で
き
ま
す
。

◆
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
児
童
館

は
利
用
で
き
ま
せ
ん

○
吹
雪
で
集
団
下
校
・
臨
時
休
校

の
と
き

○
集
団
か
ぜ
で
学
校
・
学
級
閉
鎖

の
と
き　

◆
開
館
時
間　

　

月
〜
金
曜
日　

　
　

午
後
１
時
〜
５
時

　

土
曜
日
・
冬
休
み
中　

　
　

午
前　
　

時
〜
午
後
５
時

１０

（　

月　

日�
午
後
〜
１
月
５
日

12

３０

�
は
休
館
で
す
）

�問
 

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�
３
９
‐
２
２
２
３

鳥沼全域・南大沼１加 藤 浩 輝錦町・花園町全域谷 俊 明朝日町全域吉 田 秀 夫
富岡・八幡丘・布礼別中野渡幸吉住吉町全域永 桶 政 美本町全域跡 部 武 子
東、南、西麓郷大 宮 尋 子新光町全域遠 藤 洋 子日の出町全域篠原里喜男
北麓郷・麓郷市街地杉 本 良 一瑞穂町全域藤 澤 敏 明若松町全域谷口くみ子
山部１～５町内最 上 麗 子東町１番～１８番橘 勝 治幸町全域伊 藤 功
山部６～９町内小笠原繁男東町19番～22番小野寺慶晃末広町１番～１２番片 木 紀 二
山部１０、１１町内・１３町内一部山 口 悦 子東麻町全域高 橋 壽 恵末広町１３番～24番山 崎 時 枝
山部１２、１３町内一部中島芙蓉子西麻町・南麻町全域小 野 寺 明弥生町全域荏 原 信 之
山部北星・桜丘嶋 田 忠 和北麻町全域天 日 公 子栄町全域高 畑 行 雄
山部中央・共進・南陽天 間 幸 博北の峰町1番～６番・下御料原 あ け み若葉町全域日 下 淑 子
東山あかしや・共栄石 上 勇北の峰町７番～２２番原 田 春 夫緑町１番～１３番福 岡 曜 子
光陽・さくら・西達布市街・おもと青 山 照 道北の峰町２３番～２８番松 本 宏 昭緑町１４番～２２番村 山 芳 男
しらはぎ・たちばな・のぎく・す
みれ・つつじ・あやめ堀 忠北の峰町２９番～３５番・学田3区・

島の下・富間迫 さ ち 子扇町・南町全域山中三千邦
老節布市街・松南・北進・平沢鷲 見 昭 一東、西学田二区・清水山・北斗町木 嶋 正 義春日町全域桐 澤 幸 子

◎主任児童委員五区・上御料・中御料森 口 英 昭桂木町１番～３番松 田 尚 美
富良野市全域栗山美津子布部全域野村千恵子桂木町４番～６番座 間 悦 子
　  　〃大佐古祐子扇山全域岩 谷 春 子西町全域杉 本 博
  　　〃北村菜穂子北大沼全域・南大沼２渡 辺 渡新富町全域谷 川 元 子

富良野市民生委員・児童委員名簿（平成１６年１２月１日現在）

電話番号休 館 ・ 休 業 期 間施 設 名

総務課
39-2300
いちい
39-22１５

12月31日�～1月５日�

市役所・山部支所・
東山支所・文化会
館・生涯学習セン
ター・図書館・老人
福祉センター・勤労
青少年ホーム・消費
生活センター・地域
福祉センターいち
い（デイサービスは
臨時に開設予定）

23-1156１２月３１日�～１月３日�チーズ工場

22-3242１２月２７日�～１月５日�ワイン工場

23-3292１２月３０日�～１月５日�スポーツセンター

39-0333１２月３０日�～１月３日�演劇工場

23-4155１２月３１日�～１月４日�ワインハウス

22-5700年末年始も営業します。ハイランドふらの

市内各施設の年末年始の休館・休業日

※臨時の開館などは、各施設に問い合わせてください

�問 福祉課　�３９‐２２１１
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年
金

　

歳
は
国
民
年
金
に　
　

２０
　
　

加
入
す
る
年
齢
で
す

　

年
金
は
、
お
年
寄
り
の
た
め
の

も
の
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
実
は

若
い
み
な
さ
ん
に
も
無
縁
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
金
は
、
自
分
の
老
後
の
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
親
な
ど

の
老
後
を
み
ん
な
で
支
え
あ
う
こ

と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
制
度
な
の

で
す
。

　

ま
た
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
や
、
思
わ
ぬ
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
も

遺
族
年
金
や
障
害
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

加
入
の
手
続
き
を
し
な
か
っ
た

り
、
加
入
し
て
も
保
険
料
を
未
納

に
し
て
い
る
と
、
将
来
年
金
が
受

け
取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
加
入
し
て
保
険
料

を
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

学
生
や
低
所
得
者
な
ど
の
理
由

で
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
方
に

は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住
所
や
年
金
の
受
取
場
所
が
変
わ

る
と
き
は
届
出
を

　

年
金
は
、
希
望
し
た
金
融
機
関

で
支
払
わ
れ
ま
す
。
住
所
や
支
払

い
を
受
け
る
金
融
機
関
を
変
更
す

る
と
き
に
は
、「
年
金
受
給
権
者
住

所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
を
社
会

保
険
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
が

提
出
さ
れ
な
い
と
、
年
金
の
支
払

額
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
書
が
届

か
な
か
っ
た
り
、
希
望
す
る
金
融

機
関
で
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
支
払
い
は          

　
　
　
　
　

お
忘
れ
な
く

�問
 

市
民
課
国
保
年
金
係

�
３
９
‐
２
３
０
１

そ
の
他

建
設
工
事
等
入
札
参
加　

　
　
　

資
格
審
査
申
請
書

　

富
良
野
市
が
平
成　

年
度
及
び

１７

平
成　

年
度
に
発
注
す
る
工
事
請

１８

負
契
約
な
ど
に
係
る
指
名
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
の
資

格
審
査
申
請
書
（
指
名
願
）
の
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

２
月
１
日�
〜　

日�
（
土
・

２５

日
曜
日
、
祭
日
は
除
く
）

◆
申
請
方
法　

市
町
村
統
一
様
式

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆
そ
の
他　

申
請
に
必
要
な
資
格

な
ど
、
申
請
に
関
す
る
こ
と
は
市

役
所
前
掲
示
板
に
掲
示
し
ま
す

�問
 

都
市
整
備
課
管
理
係

�
３
９
‐
２
３
１
３

富
良
野
地
区
環
境
衛
生
組

合
入
札
参
加
資
格
申
請
書

　

富
良
野
地
区
環
境
衛
生
組
合
は
、

平
成　

年
３
月
〜
平
成　

年
３
月

１７

１９

の
間
に
見
込
ま
れ
る
次
の
契
約
に

つ
い
て
、
指
名
競
争
入
札
に
参
加

し
よ
う
と
す
る
方
の
資
格
審
査
申

請
書
（
指
名
願
）
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

◆
申
請
を
必
要
と
す
る
契
約

①
廃
棄
物
の
処
理
に
用
い
る
薬
剤

及
び
資
材
の
購
入

②
暖
房
加
温
用
燃
料
の
購
入

③
機
械
設
備
の
修
繕
（
建
設
工
事

関
連
除
く
）

④
測
定
分
析
・
設
備
保
守
点
検
業

務
の
委
託

⑤
施
設
運
転
管
理
業
務
の
委
託

◆
受
付
期
間

　

１
月　

日�
〜
２
月　

日�

１０

２０

（
土
・
日
曜
日
、
祭
日
は
除
く
）

◆
そ
の
他　

　

申
請
に
必
要
な
書
類
は
衛
生
組

合
に
あ
り
ま
す

�問
 

富
良
野
地
区
環
境
衛
生
組
合

�
２
２
‐
４
３
７
６

最近のものであればテーマは自由募集写真

サービス判以上サ イ ズ

２月号…１月１４日�金 　※３月号は２月１５日�火 締め切り

①住所②氏名（ふりがな）③電話番号を添えて持参、
または郵送。応募方法

企画振興課・山部支所・東山支所・カメラのサトー・
カメラのフクシ・カメラのヤスダ・大滝写真館・
フタバ写真館・写真工房ふらの

提 出 先

写真は横位置で撮ったもの（デジタルカメラで
撮った画像はプリントしたもの）。採用された場合
には、ネガ・メディアなどを借ります（ない場合
は結構です）。写真は返却します。
※特集などにより掲載できない場合もあります。

そ の 他

公募による審査委員が決定します。
採用者には六ツ切写真をプレゼントします。選 考

富良野市弥生町１番１号 市役所２階
企画振興課広聴広報係 �３９‐２３０４

問合せ・
応 募 先

「山部三昧福神漬けと                
              拾ってきた野菜カレー」

松野  健吾さん撮影
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最
近
は
家
庭
用
の
血
圧
計
が
普

及
し
、
自
宅
で
も
簡
単
に
血
圧
が

測
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
に
血
圧
値
が
最
高
１
４
０

／
最
低
９
０
m
m
h
g
以
上
で
、

い
ず
れ
か
一
方
が
高
く
て
も
「
高

血
圧
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
基
準
は
、
病
院
な
ど
で
診

察
時
に
座
位
で
測
定
し
た
血
圧
を

基
準
と
し
て
い
ま
す
。
家
庭
で
測

定
し
た
血
圧
で
は
起
床
直
後
の
値

が
１
３
５
／
８
５
m
m
h
g
以
上

を
高
血
圧
の
目
安
と
考
え
ま
す
。

家
庭
で
は
正
常
な
の
に
病
院
で
は

緊
張
し
て
し
ま
い
、
い
つ
も
よ
り

高
く
な
っ
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
「
白
衣
高
血
圧
」
と

呼
び
ま
す
。
逆
に
内
服
治
療
中
の

人
で
朝
、
家
庭
で
測
定
し
た
血
圧

は
高
い
の
に
病
院
で
は
降
圧
剤
を

飲
ん
で
か
ら
の
計
測
な
の
で
、
血

圧
が
正
常
範
囲
の
人
も
い
ま
す
。

こ
れ
を
「
早
朝
高
血
圧
」
と
呼
び

ま
す
。

　

両
者
と
も
病
院
の
血
圧
値
だ
け

で
は
判
断
で
き
な
い
の
で
、
そ
の

よ
う
な
方
は
自
宅
で
の
血
圧
測
定

を
お
勧
め
し
ま
す
。

正
し
い
血
圧
の
測
り
方

　

血
圧
は
常
に
変
動
し
て
い
ま
す

の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
条
件
で
も

値
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
正
確
に
測
る
た
め
に
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
カ
フ
（
腕
に
巻
く
布
）
は
き
つ

す
ぎ
ず
ゆ
る
す
ぎ
ず
、
指
が
一
本

入
る
程
度
で
巻
き
ま
す
。
家
庭
で

正
し
く
測
定
で
き
な
い
原
因
で
最

も
多
い
の
は
カ
フ
を
正
し
く
巻
い

て
い
な
い
場
合
で
す
。
そ
で
の
き

つ
い
服
も
腕
が
十

分
に
ま
く
れ
ず
カ

フ
が
正
し
く
巻
け

ま
せ
ん
。
腕
は
心

臓
の
高
さ
と
同
じ

に
し
ま
す
。

○
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
測
り

ま
し
ょ
う
。
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
ト

イ
レ
を
我
慢
し
た
状
態
で
は
血
圧

が
高
く
な
り
ま
す
。

○
食
後
、
飲
酒
後
、
入
浴
後
、
運

動
後
は
血
圧
が
下
が
る
こ
と
が
多

い
の
で
測
定
を
避
け
ま
す
。

○
毎
日
同
じ
時
間
に
測
り
ま
し
ょ

う
。
起
床
後
１
時
間
以
内
が
最
も

安
定
し
て
い
ま
す
。

○
高
血
圧
で
治
療
中
の
方
は
記
録

を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
の
血
圧
値
は
治
療
の
効
果
を

判
定
す
る
の
に
大
い
に
役
立
ち
ま

す
。
降
圧
剤
を
服
用
し
て
い
て
も
、

血
圧
が
下
が
ら
な
い
よ
う
で
あ
れ

ば
主
治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
こ
れ
か
ら
血
圧
計
を
購
入
す
る

人
は
上
腕
で
測
る
タ
イ
プ
の
も
の

を
お
勧
め
し
ま
す
。

お元気ですか　保健師です

●家庭で「血圧」を測るときは…

ＱA ダイヤル交換市

�問 消費生活センター 　�３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は

ダイヤル交換市

職
場
に
電
話
が
来
て
、
何

か
の
資
格
講
座
の
よ
う

だ
っ
た
の
で
「
い
い
で
す
」
と

断
り
ま
し
た
。
そ
の
後
ま
た
電

話
が
来
て
、
訪
ね
て
い
く
の
で

駅
で
待
ち
合
わ
せ
よ
う
と
い
う

の
で
「
断
っ
た
は
ず
」
と
言
う

と
「
い
い
で
す
と
言
っ
た
で
は

な
い
か
！
」
と
怒
り
は
じ
め
、

仕
方
な
く
今
夜
会
う
約
束
を
し

ま
し
た
。
講
座
を
受
け
る
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ

ば
い
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
相
談
で
は
「
い
い
で

す
」
と
い
う
断
り
方
に
問

題
が
あ
り
ま
す
。「
い
い
で
す
」

「
結
構
で
す
」
な
ど
は
、
○
×
ど

ち
ら
に
も
取
れ
る
よ
う
な
言
い

方
に
な
り
ま
す
。
相
談
者
に
は

今
夜
会
う
約
束
の
相
手
に
「
契

約
し
ま
せ
ん
」「
会
い
に
行
き
ま

せ
ん
」「
会
社
に
電
話
し
な
い
で

く
だ
さ
い
」
と
は
っ
き
り
断
る

よ
う
に
助
言
し
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
「
合
格
ま
で
は
権
利

が
続
い
て
い
る
」「
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
組
み
か
え
る
」
な
ど
と
う
そ

の
説
明
で
新
し
い
契
約
を
し
て

し
ま
っ
た
な
ど
の
相
談
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
中
に
は　

年
近
く

２０

に
わ
た
り
何
件
も
の
契
約
を
さ

せ
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
教
材
も

何
も
な
い
の
に
現
金
の
振
り
込

み
だ
け
を
さ
せ
て
い
る
と
い
う

悪
質
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

資
格
商
法
は
職
場
に
勧
誘
電
話

が
く
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
あ
い
ま
い
な
返
事
は
せ
ず
、

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
相
談 
Ｑ
＆
Ａ
「
い
い
で
す
」
と
断
っ
た
は
ず
が
…

捨てる前にちょっと考えてみませ
んか？あなたがいらなくなったも
のを必要としている人がいます。
◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

 譲ります 
�煙突式灯油ストーブ�スタッド
レスタイヤ�電気オルガン�電気
カミソリ�FF式石油ストーブ�オ
イルヒーター�東中女子制服�歩
行器�おんぶひも�ガラス製温室
�ベビーいす�ジュニアシート�
ストーブガード

 譲ってください 
�チャイルドシート（新生児）�コ
ンセントなし石油ストーブ�カナ
ディアンカヌー�プレイステー
ションフライトスティック�ス
キー（１３０㎝）・スキー靴（２３㎝）

※消費生活センター・各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
　不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。



発行/富良野市
編集/総務部企画振興課広聴広報係
〒076-8555 富良野市弥生町1番1号
� ３９-２３０４　� ２３-２１２１
富良野市ホームページ　
http://www.city.furano.hokkaido.jp/

広報ふらのは再生紙を使用しています

こうほう                           平成１７年１月号
                                                                         №５20

�������
■今年は子どもとのスキー
を楽しみにしています。教
える立場になると思うとわ
くわくしますが、あまり早
く上達しないようにゆっく
り教えるつもりです。親よ
りうまくなってしまう前に
少しでも長く優越感を味
わっていたいので…（か）

■保育所のおやつの時間に
お邪魔をして取材させても
らいました。予想していた
とおり、「どこからきたの?」

「なんで写真とってるの?」な
どなどの逆取材。子どもに
囲まれてすっかり人気者の
気分を体感させてもらいま
した。（と）

親子でクリスマスケーキ
を作ろう！

お母さんと一緒に頑張って、やっと完成
したケーキを前に１枚。
この日はシュークリーム風・プリン風の
２種類のケーキに親子１０組が挑戦。
とっても上手にできたようで、カメラを
向けると満足そうな笑顔を返してくれま
した。親子のふれあいが伝わってくる、
日曜日のひとときでした。


